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市の人口
333,946人

129,710世帯

（16.6.1現在）

主な内容 ＊ ＊ 

介護保険料と利用料の助
成／市政報告／在宅障害
者一時介護委託料の助成  
1日人間ドック・脳ドッ
クの受診費用を助成／食
中毒の予防対策  
特集・柏の50年～道路編
「思い出が通り抜ける」  
情報館（講座・講演、お
知らせほか）  
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん 
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

今年は市制施行50周年 

みん
なの手でより良いまちに
市民と市の協働を進めます 

市内在住・在勤・在学の18歳以上のかた、3人程度※外
国人登録をしているかたを含む 
2年間※会議は年2回程度開催 
8,000円（1日） 
「市民との協働」をテーマに800字程度※日本語に限る。
様式は自由 
「市民との協働推進会議希望」と明記し、住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・職業・電話番号・市政への参加経験（あ
るかただけ）を書いて、レポートを添えて、〒277─
8505　柏市役所企画調整課（市役所第2庁舎3階）へ、6
月30日�までに郵送（必着）か直接※レポートと市政
への参加経験などを考慮して選考 

対 象  
 
任 期  
謝 礼  
レポート
の 提 出  
申し込み 
 
 
 
 
 

委員を募集 

�立ち上げ支援（たまごコース）＝これから活動の第一歩を踏み出そうとしている
団体（設置されて5年以内）、活動事業費の2分の1で上限10万円�自立支援（ひよこ
コース）＝団体結成後おおむね1年以上の活動実績があり継続して行っている活動を
さらに充実・発展しようとする団体、活動事業費の2分の1で上限50万円※いずれも
人件費・食糧費・事務所の賃借料を除く。いずれのコースとも1団体につき3年まで 
次のうち、営利を目的としない活動�保健・医療・福祉の増進�社会教育の推進�
まちづくりの推進�学術・文化・芸術・スポーツの振興�環境の保全�災害救援活
動�地域安全活動�人権の擁護、平和の推進	国際協力・国際化の推進
男女共同
参画社会の形成�子どもの健全育成�情報化社会の発展科学技術の振興�経済活
動の活性化�職業能力の開発、雇用機会の拡充�消費者の保護�これらの活動を行
う団体の運営、活動に関する連絡・助言・援助 
次の要件をすべて満たす団体�市内に事務所があり、主に市内で市民公益活動を行
う�団体の構成員が5人以上である�当該補助金の対象事業について国や県、市や市
の外郭団体から補助を受けていない�政治・宗教・営利を目的としない�特定の公
職者（候補者を含む）または政党を推薦・支持・反対することを目的とするもので
ない�会員相互の共益・親ぼくのみの活動ではない 
市民活動推進課（市役所第2庁舎1階）で配布する申請書（市のホームページ
http://www.city.kashiwa.chiba.jp/oshirase/bosyu/tamahiyo.htmでも入手可）に必要
事項を書いて、7月9日�までに市民活動推進課へ直接※6月20日�、かしわインフォ
メーションセンターで補助制度の相談を行いますので、参加する場合は事前に連絡
を 
書類審査を通過した団体には7月に行うプレゼンテーションへ参加していただきます 

コース・
補助金額 
 
 
 
対象活動 
 
 
 
 
 
応募資格 
 
 
 
 
申し込み 
 
 
 
 
そ の 他  

市内在住で市に住民登録をしている満18歳以上のかた、2人程度※外国人登録をして
いるかたを含む 
8,000円（1日） 
「市民活動の活性化」または「市民との協働」をテーマに1,000字程度※日本語に限
る。様式は自由 
市民活動推進課（市役所第2庁舎1階）で配布する申込書（市のホームページ
http://www.city.kashiwa.chiba.jp/oshirase/bosyu/tamahiyo.htmでも入手可）に必要
事項を書いて、レポートを添えて、〒277─8505　柏市役所市民活動推進課へ、6月
30日�までに郵送（必着）か直接※レポートと申込書をもとに選考 
書類審査を通過したかたには後日面接あり 

　補助金交付申請団体が行うプレゼンテーションを参考に評価・選考する市民公募委員を
募集します。　 

対 象  
 
謝 礼  
レポート
の 提 出  
申し込み 
 
 
 
そ の 他  

 

交付団体を募集 

選定委員を募集 

「
協
働
」
っ
て
何
？

環
境
・
福
祉
・
教
育
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
抱
え
る
課

題
は
年
々
複
雑
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
行
政
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
も
参
加

し
て
解
決
し
よ
う
と
い
う
市
民

の
皆
さ
ん
の
活
動
が
活
発
で

す
。「

市
民
が
望
ん
で
い
る
こ
と

は
何
か
」「
質
が
良
く
無
駄
が

な
い
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
た
め
に

は
」
…
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
や
情
報
、

技
術
な
ど
を
出
し
合
い
、
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
補
完
・
協
力

し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
。
こ
れ
が
「
協
働
」
の
本
来

の
目
的
で
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
平
成
15
年
度
に

「
市
民
と
の
協
働
に
関
す
る
指

針
」
と
「
市
民
公
益
活
動
促
進

条
例
」
を
定
め
ま
し
た
。

今
回
は
、
協
働
の
推
進
に
つ

い
て
意
見
を
う
か
が
い
、
指
針

と
条
例
の
運
用
状
況
の
検
証
や

成
果
の
評
価
な
ど
を
行
う
「
市

民
と
の
協
働
推
進
会
議
」
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
協
働
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
市
民
公
益
活
動

を
行
う
団
体
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
市
民
公
益
活

動
の
補
助
金
を
受
け
る
団
体
と

そ
れ
を
選
定
す
る
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　今年も柏まつりの季節がやってきま
す。毎年恒例になっているかたも、初
めて参加するかたも、暑い夏、一緒に
盛り上がりましょう！ 2004

参加者を募集！ 
7月24日��

と　　き と  こ  ろ 対　　象 費用 

�柏おどり 
　コンテスト 

�みこしの
かつぎ手 

�「柏ねぶた」
のハネト 

24日�午後4時半～6
時半 柏駅西口広場 

無料 

3,000円 

市内在住・在勤のかた、
10～30人のチーム（1事
業所3チームまで） 

柏まつり実行委員会（柏商工会議所内）
で配布している所定の申込書に必要事
項を書いて、�は6月21日�、�・�は
7月20日�までに同実行委員会へ直接持
参を※詳しくは問い合わせを 

25日�午後4時～6時
半（午後3時集合） 柏神社集合 どなたでも、先着500人 

24日�・25日�午後6
時～8時 

柏駅西口商店街・
広場をパレード どなたでも、先着300人 

�フリーマ
ーケット
の出店者 

24日�・25日�午後2
時～7時 柏銀座通り商店会 どなたでも、先着100店 

柏まつり実行委員会 �7162─3315問 

問 

6月30日�までに柏銀座通り商店会へ
電話か直接※飲食物の販売はできませ
ん。詳しくは問い合わせを 
柏銀座通り商店会（ミツワ堂） 
�7164─6431

申し込み・問い合わせ 

25日��

かしわインフォメーションセンターはイベントや行政情報の案内セ
ンター。行政とＮＰＯ法人のパートナーシップで運営されています

市民の皆さんと市が協力し合い、より良いまちづくりを進めていくた

めに──。市では、平成13年度に策定した「柏市第四次総合計画」の第

1章で「市民との協働」を定めています。市役所は市民の皆さんにとって

いちばん身近な行政機関。市民のかたが参加しやすい仕組みを作ったり、

積極的に情報提供をしたりして、市民と市の協働を進めていきます。

問 
市民との協働推進会議については企画調整課 �7167─1117、市民公益活動補助金につい
ては市民活動推進課 �7167─1126



市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
か
た
の
負
担
を
軽
減

し
、
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や

す
く
す
る
た
め
、
利
用
者
が
事

業
者
に
支
払
う
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。な

お
、
利
用
料
の
助
成
を
受

け
る
に
は
、
市
が
交
付
す
る
助

成
認
定
証
が
必
要
と
な
り
ま

す
。対

象

次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
か
た
�
本
人
お
よ

び
本
人
と
生
計
を
同
一
に
す
る

世
帯
員
全
員
が
所
得
税
非
課
税

で
あ
る
�
介
護
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
な
い
�
そ
の
他
市
で
定

め
る
収
入
状
況
や
資
産
要
件
に

合
致
し
て
い
る

助
成
額

利
用
者
が
事
業
者

に
支
払
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

自
己
負
担
額
一
〇
％
の
う
ち
�

四
％
�
低
所
得
と
認
め
ら
れ
た

か
た
は
七
％
※
�
・
�
の
別
は

収
入
状
況
等
を
審
査
し
決
定
し

ま
す助

成
対
象
サ
ー
ビ
ス

訪
問

介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問

看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

助
成
認
定
の
申
請

介
護
保

険
課（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）

か
市
内
の
各
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
介

護
保
険
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
審
査
の
上
、
該
当
す
る
か

た
に
後
日
認
定
証
を
送
付
し
ま

す
助
成
金
の
受
け
取
り
方

①

市
と
代
理
受
領
の
手
続
き
を
し

て
い
る
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
と
き
＝
料
金
を
支
払

う
と
き
に
事
業
者
に
認
定
証
を

提
示
し
、
自
己
負
担
額
か
ら
助

成
分
を
差
し
引
い
た
額
を
支
払

い
ま
す
（
そ
の
後
、
事
業
者
が

本
人
に
代
わ
り
市
に
助
成
金
を

請
求
し
ま
す
）
②
市
と
代
理
受

領
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
事

業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
＝
自
己
負
担
額
の
全
額
を

事
業
者
に
支
払
い
、そ
の
後
で
、

本
人
が
直
接
、
市
に
助
成
金
を

請
求
し
ま
す

既
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
か

た
へ現

在
の
認
定
証
の
有
効
期
間

は
６
月
30
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

７
月
以
降
も
引
き
続
き
助
成
を

受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、
次

の
方
法
で
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法

６
月
中
旬
に

市
か
ら
送
付
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
６
月
30
日

（
水
）
ま
で
に
介
護
保
険
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
六
十
五
歳
以
上
の
か

た
の
介
護
保
険
料
（
平
成
16
年

度
）
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

別
掲
「
六
十
五
歳
以
上
の
か
た

（
第
一
号
被
保
険
者
）
の
介
護

保
険
料
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

1

介
護
保
険
課
�
７
１
６
７

│
１
１
３
４

広報 平成１６年（２００４年）６月１５日 第１２１９号 �

〈第1段階〉老齢福祉年金の受給者で、世帯
全員が住民税非課税・生活保護受給者 13,440円 

〈第2段階〉世帯全員が住民税非課税 23,520円 

〈第3段階〉本人が住民税非課税 33,600円 

〈第4段階〉本人が住民税課税で、合計所得
金額が200万円未満 43,680円 

〈第5段階〉本人が住民税課税で、合計所得
金額が200万円以上1,000万円未満 53,760円 

■65歳以上のかた（第1号被保険者）の介護保険料（平成16年度） 

所 得 段 階  年　額 
支払い方法 
◇年金が年間18万円以上のかた（遺族
年金・障害年金・老齢福祉年金のみの
受給者を除く） 

　年金の受給時に特別徴収（年金から
の天引き）します。特別徴収の介護
保険料額決定通知書は6月23日�に
お送りします 

※4月と6月の年金からは既に仮徴収と
して前年度の2月と同額の保険料が
天引きされています 

◇年金が年間18万円未満のかた 
　納入通知書で、金融機関などで納め
てください。介護保険料納入通知書
は6月18日�にお送りします 

〈第6段階〉本人が住民税課税で、合計所得
金額が1,000万円以上 63,840円 

保険料の減免 
　災害や生活の困窮（生活保護基準の1.2倍程度）などにより、保険料の支払いが困難な場合
は、申請をすると保険料の減免を受けられることがあります。詳しくはお問い合わせくださ
い。 

先
月
は
梅
雨
の
は
し
り
を
思

わ
せ
る
曇
天
が
続
き
ま
し
た
。

国
内
の
景
気
に
は「
晴
れ
間
」

が
見
え
る
と
の
情
報
に
接
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
実
感
は
「
晴
れ
」
に
は
ほ

ど
遠
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
期
待
さ
れ
る
沼
南
町
と
の

合
併
、
来
年
の
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
開
業
な
ど
を
見
据
え

て
、
市
で
は
４
月
に
「
新
産
業

支
援
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

産
学
の
共
同
や
新
産
業
の
立

ち
上
げ
を
支
援
し
、
地
域
の
経

済
活
性
化
、
雇
用
確
保
に
つ
な

げ
よ
う
と
す
る
狙
い
で
す
。
新

し
い
分
野
で
す
の
で
市
民
の
皆

さ
ん
や
事
業
者
か
ら
の
ご
意
見

・
提
言
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
沼
南
町
と
の
合
併

５
月
18
日
に
開
催
し
た
第
十

二
回
合
併
協
議
会
で
、
平
成
17

年
３
月
28
日
を
合
併
期
日
と
す

る
こ
と
が
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
、
予
定
し
て
い
た
協
議
は
す

べ
て
終
了
し
ま
し
た
。今
後
は
、

新
市
建
設
計
画
な
ど
の
内
容
を

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、合
併
協
定
の
締
結
を
経
て
、

両
市
町
議
会
に
合
併
承
認
議
案

を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

◇
市
民
と
の
協
働

昨
年
度
末
に
制
定
し
た
「
市

民
と
の
協
働
に
関
す
る
指
針
」

に
基
づ
き
、
各
部
署
に
協
働
推

進
リ
ー
ダ
ー
を
新
た
に
置
く
な

ど
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
今
後
、
協
働
が
ふ
さ
わ
し

い
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に

協
働
に
よ
り
進
め
る
こ
と
、
実

践
的
な
研
修
や
組
織
面
で
の
体

制
整
備
を
通
じ
て
職
員
の
意
識

を
改
革
す
る
こ
と
な
ど
、
全
庁

で
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
個
人
情
報
の
保
護
制
度

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱

い
を
確
保
す
る
た
め
、
制
度
内

容
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
情
報
だ
け

で
な
く
、
手
処
理
情
報
も
保
護

の
対
象
と
す
る
こ
と
、
実
施
機

関
の
職
員
や
事
務
の
受
託
者
に

よ
る
情
報
漏
え
い
な
ど
に
対
す

る
罰
則
規
定
を
設
け
る
こ
と
な

ど
を
内
容
と
す
る
個
人
情
報
保

護
条
例
案
を
今
定
例
会
に
提
出

し
て
い
ま
す
。

◇
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

５
月
29
日
、
北
千
住
駅
で
レ

ー
ル
締
結
式
が
行
わ
れ
、
土
木

工
事
、
軌
道
工
事
と
も
に
ほ
ぼ

完
了
し
ま
し
た
。
市
内
二
駅
の

駅
舎
に
つ
い
て
も
全
ぼ
う
が
現

れ
、
夏
ま
で
に
は
完
成
す
る
予

定
で
す
。
柏
北
部
中
央
地
区
お

よ
び
東
地
区
の
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
区

域
に
つ
い
て
用
途
地
域
等
の
変

更
を
行
う
た
め
、
地
元
説
明
会

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。今
後
、

素
案
縦
覧
な
ど
の
手
続
き
を
進

め
な
が
ら
、
用
途
地
域
等
の
変

更
に
あ
わ
せ
地
区
計
画
の
決
定

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
ご
み
収
集
と
ぽ
い
捨
て

家
庭
ご
み
の
排
出
方
法
に
つ

い
て
、
市
民
の
分
別
徹
底
と
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平

成
17
年
度
か
ら
指
定
ご
み
袋
を

導
入
し
ま
す
。
ぽ
い
捨
て
防
止

に
つ
い
て
は
、
路
上
喫
煙
の
禁

止
、
禁
煙
強
化
区
域
の
設
置
な

ど
を
中
心
に
条
例
改
正
の
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
。

◇
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
評

価
事
業

ま
す
ま
す
多
様
化
、
高
度
化

す
る
介
護
保
険
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
方
策
の
一
つ
と

し
て
、
評
価
事
業
の
実
施
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
防
犯
対
策

防
犯
の
専
門
知
識
を
持
っ
た

警
察
官
Ｏ
Ｂ
な
ど
五
人
を
「
地

域
防
犯
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て

採
用
し
ま
し
た
。
地
域
の
防
犯

力
が
弱
く
な
る
午
後
の
時
間
帯

に
、
パ
ト
カ
ー
同
様
の
塗
装
を

施
し
た
車
で
小
・
中
学
生
の
下

校
時
の
安
全
確
保
を
重
点
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
防
犯
活
動
を
支
援

沼
南
町
と
の
合
併
協
議
が
終
了

柏市長　本多 晃

6月市議会市政報告

市
で
は
障
害
の
あ
る
か
た
を

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
か
た

が
、
病
気
や
冠
婚
葬
祭
、
ま
た

は
突
発
的
な
仕
事
や
休
養
な
ど

の
た
め
、
一
時
的
に
有
料
で
介

護
を
お
願
い
し
た
場
合
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
は
こ
の

制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事

前
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

助
成
額

�
四
時
間
以
内
＝

一
日
に
つ
き
二
千
五
百
円
ま
で

�
四
時
間
を
超
え
る
場
合
＝
一

日
に
つ
き
五
千
円
ま
で
※
年
間

三
回
（
一
回
に
連
続
し
て
行
う

介
護
は
七
日
を
限
度
）、
総
額

で
五
万
円
ま
で
支
給
し
ま
す

事
前
登
録
の
方
法

障
害
福

祉
課（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）

で
配
布
す
る
登
録
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
障
害
者
を

専
ら
介
護
す
る
同
居
の
家
族
の

か
た
と
介
護
が
必
要
な
障
害
の

あ
る
か
た
が
一
緒
に
記
載
さ
れ

た
住
民
票
の
写
し
（
一
部
）
を

添
え
て
、
障
害
福
祉
課
へ
直
接

そ
の
他

登
録
申
請
が
受
理

さ
れ
た
日
（
＝
助
成
決
定
日
）

以
降
の
介
護
分
か
ら
助
成
し
ま

す
。
助
成
決
定
日
は
決
定
通
知

書
に
書
か
れ
て
い
ま
す

1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

│
１
１
３
６

在
宅
障
害
者
一
時
介
護
委
託
料
の
助
成

事
前
登
録
制
に
な
り
ま
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
受
け
や
す
く

利
用
料
金
の
助
成
と
　
年
度
保
険
料

介護保険

市立柏高等学校 �7132─3460

講座名・とき・対
象・内容・費用 
と こ ろ  
申 し 込 み  
 
 
 
 
 

　市立柏高校では市民を対象にしたサマースクールを行
います。参加してみてはいかが。 

 
別表のとおり  
市立柏高等学校（船戸山高野） 
往復はがきに「サマースクール希望」
と明記し、希望する講座名（�は初級
・中級の別も）・住所・氏名（ふりが
な）・生年月日・年齢・電話番号と返
信面のあて先を書いて、〒277－0801船
戸山高野325－1　市立柏高等学校へ、6
月30日�までに郵送で（必着）※応募
者多数の場合は抽選 

問 

講　座　名 と　　き 対　　象 内　　容 費　　用 

�将棋入門 7月27日�～30日�午前9時～正
午（計4回） 小・中学生、10人 駒の動かし方から対局まで 200円（教材費） 

�陶芸教室 7月22日�・23日�・25日�、8
月5日�午前9時～正午（計4回） 

初めてのかた、20
人 ひもつくりと型つくり 500円（教材費） 

�中国語（初級・中
級） 

7月27日�～30日�午前9時～正
午（計4回） 20人 中国語（発音、一口会

話、漢詩等の音読） 200円（教材費） 

�旅行英会話 7月27日�～30日�午前9時～正
午（計4回） 社会人、30人 外国人講師による基本

的な英会話 200円（教材費） 

市立柏 
高等学校 

�バスケットボール
教室 8月30日�午前9時～正午 小・中学生、100

人 基本プレー 300円（傷害保険料） 

7月27日�～30日�の午前9時～正午に、校内の図書
館を市民の皆さんに開放します。ご利用ください 

�パソコン講座 初心者、30人 ワード2002によるワー
プロ入門※昼食持参 1,000円（教材費等） 7月27日�～30日�午前9時～午

後3時（計4回） 

�たのしい科学入門 20人 原子模型を作り、原子
の世界を学びます 1,000円（教材費等） 7月27日�・28日�午前9時～正

午（計2回） 
�水泳教室（初級） 7月27日�午前9時～正午 20人 クロールで25ｍ泳ぎます 150円（傷害保険料） 
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市
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
た

め
、
柏
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
四
十
歳
以
上
の

か
た
を
対
象
に
、
一
日
人
間
ド

ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

（
別
掲
参
照
）。
日
ご
ろ
の
健
康

管
理
に
受
診
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

な
お
、
対
象
年
齢
は
、
一
日

人
間
ド
ッ
ク
は
四
十
歳
以
上
、

脳
ド
ッ
ク
は
四
十
歳
以
上
で
四

十
五
歳
・
五
十
歳
・
五
十
五
歳

…
と
五
歳
ご
と
の
年
齢
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

７
月
１
日（
木
）

か
ら
、
保
険
年
金
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
一
階
）
と
各
出
張
所

で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
入
手
し
て
、
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
付
い
て
い
る
専
用
は

が
き
に
五
十
円
切
手
を
張
っ

て
、
７
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※

期
限
前
に
定
員
に
な
っ
た
場
合

は
先
着
順
　

1
保
険
年
金
課
�
７
１
６
７

│
１
１
２
９

広報 ③ 第１２１９号 平成１６年（２００４年）６月１５日

手
賀
沼
の
南
に
広
が
る
沼
南
町
に

は
平
将
門
の
史
跡
や
言
い
伝
え
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
「
し

ょ
う
な
ん
」
に
隣
接
す
る
岩
井
地
区

に
は
、
平
将
門
を
祭
神
と
す
る
将
門

神
社
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
神
社
は
、
将
門
の
三
女
如
蔵

尼
が
父
の
霊
を
奉
っ
た
の
が
は
じ
ま

り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
殿
は

小
さ
い
な
が
ら
彫
刻
装
飾
で
飾
ら

れ
、
特
に
「
放
れ
駒
」
や
「
隻
眼
の

人
物
」
は
将
門
伝
説
で
有
名
で
す
。

ま
た
、
大
井
や
布
瀬
、
藤
ケ
谷
地
区

に
も
将
門
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

初
夏
の
風
に
吹
か
れ
、
平
将
門
ゆ
か

り
の
寺
社
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

交
通

柏
駅
東
口
か
ら
岩
井
廻
り

手
賀
行
き
バ
ス
で
「
岩
井
」
下
車
、

徒
歩
五
分

ま
た
、
平
将
門
に
つ
い
て
の
資
料

展
示
会
や
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
か
た
は
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

【
資
料
展
示
会
】

と
き

６
月
24
日
（
木
）
〜
７
月

４
日
（
日
）

と
こ
ろ

沼
南
町
中
央
公
民
館

内
容

考
古
関
係
出
土
遺
物
、
沼

南
の
成
り
立
ち
を
示
す
資
料
の
展
示

【
記
念
講
演
会
】

と
き

７
月
４
日
（
日
）
正
午
〜

午
後
４
時
半

と
こ
ろ

沼
南
町
中
央
公
民
館

内
容

発
表
会
＝
手
賀
ば
や
し
・

若
白
毛
ば
や
し
・
十
二
座
神
楽
　
講

演
＝
「
古
代
の
沼
南
」「
中
世
相
馬

氏
と
将
門
伝
説
」

1

沼
南
町
社
会
教
育
課
�
７
１
９

１
│
１
１
１
１

�
将
門
伝
説
を
訪
ね
て
〜
将
門
神
社

文化課 �7167─1494

と き  
 
ところ
対 象  
内 容  
費 用  
講 師  
申し込み 

7月27日�～30日�午前9時半～午後0時半（最
終日は午後1時～4時、計4回） 
アミュゼ柏 
小学3～6年生、25人 
演劇の楽しさ、表現する喜びを体験します 
800円 
現代演劇協会「劇団昴」俳優・桜井久直氏 
はがきに「劇体験講座希望」と明記し、住所・
氏名・電話番号・学校名・学年・保護者氏名を書
いて、〒277─8505　柏市役所文化課へ、6月25日
�までに郵送で（当日消印有効）※応募者多数
の場合は初めてのかたを優先し抽選。結果は全
員にお知らせします 

かしこい体とじょうぶな頭をつくろう！ 

7月11日�午前9時半～正午※雨天決行 
リサイクルプラザ 
衣類・雑貨などのミニ・フリーマーケッ
トとリサイクルクイズ（景品付き） 
柏駅西口から「市内循環」バスで「柏市
リサイクルプラザ前」下車、徒歩3分 
車での来場はご遠慮ください 

と　き 
ところ 
内 容  
 
交 通  
 
その他 

8月21日�午後8時半～22日�午前7時（小
雨決行） 
中学生（市内在住か市立中学校在籍）、
720人 
柏駅東口～あけぼの山公園～利根サイク
リングコース～市立柏高等学校～柏の葉
公園～柏中学校（約30キロメートル） 
300円 
市立の中学校、青少年センター（十余二）
で配布している申込書に必要事項を書い
て、6月25日�までに市立の中学校か、
青少年課内柏市青少年相談員連絡協議会
事務局（青少年センター内）へ直接 
青少年課内柏市青少年相談員連絡
協議会事務局 �7131─5896

と　き 
 
対　象 
 
コース 
 
 
費　用 
申し込み 

問 

オールナイトで市内をウォーキングしませんか 

リサイクルプラザリボン館 �7199─5082問 

出店者募集　対象：市民で構成された非営利の団体
　区画数：24区画　販売品：衣類・雑貨・古本等（危
険物・食品・薬等は不可）　出店料：1区画500円　
申し込み：往復はがきに、団体名・代表者名・住所・
電話番号・構成人数・主な販売品目と返信面のあて
先を書いて、〒277─0872十余二348─202　柏市リサ
イクルプラザリボン館へ、6月25日�までに郵送で（必
着）※応募者多数の場合は抽選 

かしわ塾『劇』体験講座 

問 

遊びながら演
劇を体験！ 

市制施行50周年記念事業 

検 診
医 療
機 関  

岡田病院 

柏市立柏
病院 

柏健診ク
リニック 

柏厚生総
合病院 

柏光陽病
院 

柏南病院 

田中農協
病院 
名戸ケ谷
病院 

深町病院 

森永胃腸
科外科 

末広町2─10 
�7145─0121
布施1─3 
�7134─2000

柏4丁目5─21 
�7167─4119

あけぼの3丁目8─20 
�7144─8868

酒井根24 
�7176─1133
逆井1144 
�7175─1811

若柴110 
�7131─4131
名戸ケ谷687─4 
�7167─8336

柏4丁目10─11 
�7164─0111

豊住4丁目4─30 
�7166─3333

31,500円 

42,000円 

35,700円 

42,000円 

38,000円 

33,000円 

42,000円 

37,000円 

35,000円 

35,000円 

柏市立柏
病院 
柏健診ク
リニック 

柏厚生総
合病院 

名戸ケ谷
病院 

布施1─3 
�7134─2000
柏4丁目5─21 
�7167─4119

あけぼの3丁目8─20 
�7144─8868

名戸ケ谷687─4 
�7167─8336

34,650円 

31,500円 

31,500円 

40,000円 

身体計測、内科検診、胸部・胃部
X線検査、血圧測定、心電図、エ
コー検査（胆のう・肝臓・膵（す
い）臓）、血液生化学検査、血清
算定検査、血清検査、血沈等検査、
血液型、眼の検査、聴力検査、尿
・便検査など 
※医療機関によって検診項目が異
　なります。詳しくは各医療機関
　にお問い合わせください 

MRI（脳の断層撮影）、MRA（脳
の血管撮影）による脳の検診 

�検診医療機関・検査内容 

1日人間ドック 脳ドック 

※金額は助成前の受診費用（税込み） 
※受診費用の違いは検査項目の違いによる 

のぶさわ胃腸
科クリニック 

豊四季508─45 
�7170─5755 35,000円 

�1日人間ドックの検査内容 

�脳ドックの検査内容 

1日人間ドック 

年　齢 

助 成 額  
受診期間 
定 員  

受診費用の7割（25,000円を限度。100円未満は切り捨て） 
受診費助成決定通知書の受取日～来年2月末日 
1日人間ドック＝先着1,000人、脳ドック＝先着200人 

加 入
期 間  

40歳以上（昭和39年7月2日以前
に生まれたかた） 

40歳以上で5歳ごとの節目の年齢の
かた（40歳・45歳・50歳・55歳…） 

平成15年7月2日以前から柏市の国民健康保険に継続して加入してい
るかた（受診前に柏市の国民健康保険資格を喪失したかたは不可） 

7月1日現在、平成15年度以前の保険料（税含む）を滞納していない
世帯のかた 

柏市が行う基本健康診査を受診
していないか受診する予定がな
いこと 

保険料 

その他 

�助成要件（7月1日現在で次のすべてに該当するかた） 

�助成の内容 

脳ドック 

■助成の内容・要件・実施医療機関等 

── 

柏市国民健康保険加入者の1日人間ドック・脳ドック 

受診費用を助成 

食
中
毒
は
一
年
中
発
生
す
る

も
の
で
す
が
、
特
に
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
細
菌
が
繁
殖
し
や
す

く
、
７
〜
９
月
が
ピ
ー
ク
と
な

り
ま
す
。
食
中
毒
菌
に
侵
さ
れ

た
食
品
は
、
味
や
に
お
い
な
ど

で
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
食
材
を
買
う
と
こ
ろ
か
ら

料
理
を
作
っ
て
食
べ
る
段
階
ま

で
注
意
が
必
要
で
す
。

別
掲
「
食
中
毒
を
防
ぐ
ポ
イ

ン
ト
」
を
参
考
に
、
食
中
毒
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

1

保
健
福
祉
総
務
課
�
７
１

６
７
│
１
１
３
１
　

・早く冷えるように浅い容器
に小分けして保存を 

・味噌汁やスープ等を温め直
すときも十分に加熱を 

・時間がたち過ぎて、ちょっ
とでも怪しいと思ったも
のは口に入れず捨てる 

　食中毒菌を「つけない、増やさない、やっつける」
が予防の三原則。食品に触れるときや食べるときには
必ず手を洗うことが防止の最大のポイントです。次の
点を守って食中毒を防ぎましょう。 

・新鮮な物を買う 
・肉や魚等は汁を漏らさな
いように気を付ける 

・作業に入る前に手洗いを 
・肉や魚等の汁が生で食べ
る食品にかからないよう
に 

・生の肉や魚を切った後の
包丁やまな板で、他の食
品を処理しない 

・野菜は流水で
よく洗浄を 

・解凍は室温で
はなく冷蔵庫
の中や電子レ
ンジで 

・包丁・まな板
等は使用後すぐに洗剤と流
水で洗浄を 

・加熱調理は十分に加熱を 

・温かい料理は65℃以上、冷
たい料理は10℃以下で 

・食品は、室温に長く放置し
ない 

・冷蔵や冷凍が必要な食品
はすぐ冷蔵庫や冷凍庫に 

・冷蔵庫は10℃以下、冷凍
庫は－15℃以
下が目安 

・肉汁等がかか
らないよう、
食品ごとに別
の容器に 

・冷蔵庫の詰め過ぎに注意 

食
中
毒
の
予
防
対
策

食
べ
る
前
か
ら
が
肝
心

検診医療機関に電話
などで予約 

1日人間ドック・脳
ドックを受診 

パンフレットをもらう。7月
1日�午前8時半から、保険
年金課と各出張所で配ります 

1.

4.

3.

2.

5.

7月30日�までに、パンフレットに付
いている専用はがきに50円切手を張っ
て、郵送で申し込み（当日消
印有効。定員を超えた場合は
先着順）※市役所や出張所の
窓口では受け付けません 

■受診までの流れ 
受診者には市から決定通知書
が8月30日�に郵送さ
れます。結果は全員に
通知します 
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柏
の
50
年
〜
道
路
編

江
戸
・
松
戸
を
指
し
示
す

道
し
る
べ
（
増
尾
）

昭
和
29
年
の
市
制
施
行
以
来
、
首
都
近
郊
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ま
た
県
北
西
部
の
産
業
経

済
を
支
え
る
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
柏
市
。

そ
の
発
展
を
支
え
て
き
た
の
は
ま
ち
と
ま
ち
を
結

び
、
人
や
も
の
を
運
ぶ
道
路
で
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
今
月
の
市
制
施
行
50
周
年
特
集

で
は
、
産
業
経
済
を
支
え
る
幹
線
道
路
と
そ
こ
か

ら
網
の
目
状
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
市
民
生
活
を

支
え
て
い
る
道
路
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

・
編
集
後
記
・

子
ど
も
の
こ
ろ
広
い
と
思
っ
て
通
っ

た
道
が
、
今
見
る
と
こ
ん
な
に
狭
か
っ

た
の
か
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

道
路
は
、
ま
ち
を
つ
な
い
で
い
る
だ

け
で
な
く
過
去
と
現
在
を
走
り
、
未
来

へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。
道
路
は
、
別
名

往
来
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
人
や
物
が
行

っ
た
り
来
た
り
す
る
と
こ
ろ
の
こ
と
。

市
が
生
ま
れ
て
五
十
年
の
間
に
道
路
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
生
や
商
売
が
行
き
交
い

ま
し
た
。
次
の
五
十
年
も
道
路
が
産
業

や
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　昭和32年　新国道6号柏市内完成 
　　　45年　国道16号全面開通 
　　　46年　十余二工業団地完成 
　　　48年　柏駅前再開発事業完成 
　　　56年　常磐自動車道が一部開通 
　　　60年　常磐自動車道が首都高速道路と直結 

545 

969 

1,979 

2,672 
2,912 

2,618 

100 

157 

389 
417 

322 

434 

 

商店数 

昭和29 39 49 60 平成6 14 （年） 

工業 
事業所数 

昭和33 40 46 50 60 平成7 11（年） 

8,965

15,213
14,259常磐自動車道

（千台/年） 

　国道6号は「あけぼの」の平日上り下りの合計台数、
国道16号は「弥生」の平日内回り外回りの合計台数、
常磐自動車道は柏インターチェンジの年間出入台数 

3,018

14,649
21,970

39,795

51,993
46,285

58,312
65,772

31,118

61,020

52,058

国道6号（台/日） 

11,293

 

国道16号（台/日） 

　市制施行当時、587kmあった市道のうち361km
は自動車交通が不能だったと記録されています。
当時の自動車台数は244台で現在の12万5千6百台
とは雲泥の差。柏駅前でさえ舗装もほとんど無く
雨でぬかるみ、土ぼこりの立つ市道でした。現在
では、舗装率も90％を超えています。 

587 602
653
718

768
810
884 906

929

0.3
12.3

43.3

65.7
76.5 79.6

88.9 89.7 90.2

舗装率 
（％） 

道路延長 
(km)

昭和32 42 47 52 57 62 平成4 9 14 （年） 

 

来年秋のつくばエクスプレス開業に伴い区画整理が進む北部地域
では、新駅を中心とした道路網を整備中。生活道路や埼玉県と茨城
県を結ぶ幹線道路が建設されています。（柏の葉キャンパス駅付近）

市
内
に
は
、
皆
さ
ん
が
通
勤

や
通
学
、
散
歩
や
買
い
物
に
使

う
道
が
あ
り
ま
す
。
国
道
や
県

道
な
ど
の
主
要
幹
線
道
路
か
ら

張
り
巡
ら
さ
れ
た
市
道
が
主
に

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

道
の
成
長

市
道
の
延
長
は
、
市
制
施
行

直
後
の
昭
和
32
年
に
は
五
百
八

十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
し
た
が

宅
地
開
発
や
計
画
道
路
の
新
設

で
平
成
14
年
に
は
九
百
二
十
九

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
市
制
施
行
当

時
の
約
一
・
六
倍
に
伸
び
ま
し

た
（
別
図
3
参
照
）。

か
つ
て
、
梅
雨
ど
き
、
ぬ
か

る
ん
だ
道
で
泥
は
ね
を
気
に
し

な
が
ら
歩
い
た
記
憶
が
あ
る
か

た
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
昭
和
32
年
に
市
道
の
舗

装
率
は
、
わ
ず
か
〇
・
三
％
で

し
た
。
昭
和
49
年
に
は
五
〇
％

を
超
え
、
現
在
は
九
〇
％
に
達

し
ま
し
た
。

使
い
や
す
い
道
へ

市
で
は
、
計
画
的
に
既
存
の

道
路
の
拡
幅
や
改
良
を
進
め
て

い
て
、
電
線
を
地
中
化
し
て
電

柱
を
な
く
し
た
り
、
カ
ラ
ー
や

ガ
ラ
ス
片
で
キ
ラ
キ
ラ
す
る
舗

装
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
を
促

し
た
り
す
る
ほ
か
、
雨
水
の
排

水
性
や
透
水
性
が
あ
る
舗
装
を

す
る
な
ど
の
工
夫
も
し
て
い
ま

す
。ス

リ
ッ
プ
防
止
の
カ
ラ

ー
舗
装
（
柏
四
丁
目
）

市
制
施
行
後
、
間
も
な
く
実

施
さ
れ
た
国
民
所
得
倍
増
政
策

や
高
度
経
済
成
長
は
、
産
業
の

高
度
化
と
首
都
圏
な
ど
へ
の
人

口
集
中
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

柏
も
こ
の
経
済
成
長
の
波
に
乗

り
、
商
工
業
が
発
展
し
、
人
口

増
や
マ
イ
カ
ー
ブ
ー
ム
の
訪
れ

で
人
や
も
の
を
運
ぶ
道
路
網
の

整
備
も
着
実
に
進
み
ま
し
た
。

産
業
の
道

柏
の
産
業
の
大
動
脈
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
は
、国
道
6
号
、

16
号
と
常
磐
自
動
車
道
で
す
。

柏
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
水

戸
（
陸
前
浜
）
街
道
が
通
っ
て

い
ま
し
た
が
、
大
正
8
年
に
国

道
6
号
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

27
年
、
柏
地
区
で
は
旧
国
道
に

沿
う
形
で
新
国
道
6
号
の
建
設

が
始
ま
り
、昭
和
32
年
に
完
成
、

そ
の
後
昭
和
42
年
か
ら
50
年
に

か
け
て
拡
幅
と
国
道
16
号
と
の

立
体
交
差
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

国
道
16
号
は
昭
和
32
年
に
国

道
東
京
環
状
線
と
し
て
着
工
、

昭
和
41
年
4
月
に
柏
五
小
・
呼

塚
間
、
8
月
に
呼
塚
・
若
柴
間

が
開
通
、
昭
和
45
年
に
千
葉
・

野
田
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

常
磐
自
動
車
道
は
、
昭
和
56

年
に
柏
・
谷
田
部
間
が
開
通
、

昭
和
60
年
に
は
市
内
の
一
部
を

半
地
下
方
式
で
建
設
し
、
柏
・

三
郷
間
が
開
通
し
て
首
都
高
速

6
号
線
と
直
結
さ
れ
ま
し
た
。

道
が
育
て
た
産
業

主
要
道
の
整
備
で
、
東
京
都

心
や
千
葉
、
大
宮
、
八
王
子
、

横
浜
な
ど
の
中
核
都
市
や
全
国

と
も
結
ば
れ
た
柏
。交
通
量
は
、

う
な
ぎ
登
り
に
増
え
ま
し
た

（
別
図
1
参
照
）。
国
道
沿
い
に

は
、
十
余
二
（
昭
和
46
年
）、

根
戸
（
同
47
年
）
や
三
勢
（
同

62
年
）
の
工
業
団
地
が
相
次
い

で
完
成
、
柏
駅
前
の
再
開
発
事

業
（
同
48
年
）
で
デ
パ
ー
ト
や

専
門
店
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど

道
路
交
通
の
利
便
性
に
目
を
付

け
た
企
業
進
出
が
進
み
ま
し

た
。
国
道
が
、
柏
の
産
業
経
済

を
拡
大
さ
せ
た
の
で
す
。

事
業
所
の
数
は
、
道
路
網
の

整
備
に
伴
っ
て
着
実
に
増
え
て

き
ま
し
た
（
別
図
2
参
照
）。

道
が
運
ぶ
発
展

平
成
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
景

気
が
低
迷
し
、
全
国
的
に
は
産

業
経
済
は
低
調
で
す
が
、
柏
駅

前
の
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
は
県

下
で
も
有
数
の
も
の
と
な
っ
て

い
て
、
国
道
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

（
写
真
）
へ
も
、
次
々
と
大
型

商
業
施
設
の
出
店
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
東
大
柏
キ
ャ

ン
パ
ス
周
辺
や
柏
イ
ン
タ
ー
地

区
（
写
真
）
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
施
設
や
新
産
業
の
立
地
ス

ペ
ー
ス
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
経
済
発
展
に
は
、
柏

の
道
路
交
通
の
利
便
性
が
果
た

し
て
い
る
役
割
が
大
き
い
と
い

え
ま
す
。

思
い
思
い
出
が
通
り
抜
け
る 

思
い
出
が
通
り
抜
け
る 

　昭和37年から柏5丁目の旧水戸街道沿いでタイヤ販売をしています。
そのころ東武バスの車庫ができ柏駅へのバス便や市役所隣にあった東葛
青果市場への出入りの車で旧水戸街道はにぎわっていました。国道16
号が造られていたころは、砂利道が多かったのでパンク修理の仕事が多
かったんです。市内には馬車を使った運送屋さんがあり、荷車のタイヤ
も修理していましたよ。国道16号の柏五小のあたりから手賀沼までは
見渡すかぎり田んぼばかりで自然がいっぱいだったと覚えています。 

パンク修理が多かったあの頃 

　昭和34年から市内で27年間バスを運転してきました。当時は未舗装
の狭い道が多く、雨の日は水たまりや泥はねに注意して運転したもので
す。夏、窓を開けて走ると車内は砂ぼこりで一杯。車庫へ帰るとでこぼ
こ道で痛んだスプリングを点検しました。豊四季台団地の完成で山手線
並みの循環バス運行が始まりましたが、通勤時間帯には満員。途中の停
留所は、お客様に悪いなーと思いつつ通過したことも。輸送力向上のた
めバスはどんどん大型化しましたが、周辺道路の拡幅が追いつかず、電
柱がはみ出していて運転には苦労しましたよ。 

狭い道に新型バス 

市民インタビュー 

第
二
話
　
市
民
生
活
を
支
え
る
道

第
一
話
　
産
業
経
済
を
支
え
る
道

国道ロード

サイドの店

舗（大山台）

■図2 道路と産業のかかわり ■図1 主要道路の交通量

■図3 市道の移りかわり

特
集

～長い道・短い道～ 

柏の道路豆知識　3話 
知って得する？知って得する？ 

～Ｗデッキだって道路です～ ～市内で最初の信号機は～ 
　市内でいちばん距離の長い市道は、利根川遊水池を走
る市道13─29号線（弁天下～上利根～新利根間）の
5,954.11mです。一方短いのは、大青田字大橋の市道4─
83号線で5.97mです。（注）認定路線ごとの延長で比較
、両道路とも他の路線とつながっています。 

　柏駅東口にあるサンサン広場（歩行者通路ダブルデッキ）は、れっきとした市道柏駅小堤台線の
一部。柏駅の乗降客などで一日中にぎわいます。電車、バスやタクシーへ乗り換える人、待ち合わ
せをする人、会社や学校へ急ぐ人、買い物に疲れて休む人など多くの人が行き交い、立ち止まりま
す。道路だからセールスや大騒音の演奏など通行者や周辺の住民への迷惑行為は禁止です。ダブル
デッキ上でイベントなどを行うには、柏警察署と市の許可が必要です。 

　昭和33年10月1日、現在の旭町3丁目の国道6号と県道柏・流山線が
交差する旭町交番前に設置されたものが市内の信号機第1号です。新
国道が完成し、柏でもバスや自動車交通が盛んになり始めるころのこ
と。現在では、市内275基の信号が交通安全のために日夜活躍してい
ます。 

柏インター

チェンジ付

近（大青田）

国道6号（呼塚新田）

旧水戸街道（柏3丁目）

国道16号（柏公園入口）

ただ今、新道を整備中！



男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ

ー
公
開
講
座

と
き

７
月
３
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た
、
先
着
百
八
十
人

内
容

弁
護
士
・
渥
美
雅
子

氏
に
よ
る
講
演
「
ガ
ン
、
発
見

さ
れ
た
ら
運
が
い
い
〜
闘
病
生

活
か
ら
生
ま
れ
た
、
生
き
る
た

め
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」

費
用

無
料

申
し
込
み

６
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接

そ
の
他

保
育
あ
り
※
先
着

三
十
人
。
要
予
約

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

―
１
８
１
１

梅
干
し
ク
ラ
ブ

と
き

下
漬
＝
６
月
22
日

（
火
）
午
後
１
時
半
〜
４
時
、

本
漬
＝
７
月
１
日
（
木
）
午
後

１
時
半
〜
４
時
、
天
日
干
し
＝

７
月
26
日
（
月
）
〜
28
日
（
水
）

の
う
ち
一
日
、
分
配
＝
９
月
ご

ろ
（
計
四
回
）

と
こ
ろ

あ
け
ぼ
の
山
農
業

公
園対

象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
三
十
人
（
以
前
に
参
加
し

た
か
た
を
除
く
）

内
容

三
種
類
の
梅
干
し
を

作
り
ま
す

費
用

四
千
円

申
し
込
み

６
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
あ
け
ぼ
の
山

農
業
公
園
へ
電
話
か
直
接

1

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
�

７
１
３
３
―
８
８
７
７

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講

習
会

と
き

７
月
４
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
、
二
十
人

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
と

返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏
五
丁

目
八
│
一
二
　
柏
市
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
、
６
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他

講
習
修
了
者
に
は

「
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
修

了
証
」
が
交
付
さ
れ
、
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
映
画
フ
イ
ル

ム
、
映
写
機
が
利
用
で
き
ま
す

1

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
�

７
１
６
７
│
２
２
２
４

楽
し
い
ハ
ガ
キ
絵
サ
ロ

ンと
き

７
月
７
日
〜
９
月
15

日
の
第
一
・
第
三
水
曜
日
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ

ま
す
お

対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
二
十
人

内
容

暑
中
見
舞
い
や
年
賀

状
に
添
え
る
手
書
き
の
絵
を
描

き
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
ハ
ガ
キ
絵
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
―
０
０
５
１
加

賀
三
丁
目
一
六
―
八
　
ほ
の
ぼ

の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
へ
、
６
月
22

日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

�
７
１
７
０
│
５
５
７
０

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え

に
く
い
か
た
向
け
の
手

話
講
習
会

と
き

７
月
２
日
〜
９
月
17

日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
（
計
十
二
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳

以
上
で
、
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ

え
に
く
い
か
た
と
そ
の
家
族
、

先
着
二
十
人

内
容

同
じ
障
害
が
あ
る
か

た
同
士
の
交
流
と
基
本
的
な
手

話
の
実
技
指
導

費
用

無
料

申
し
込
み

６
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
か
直
接

そ
の
他

自
力
通
所
と
な
り

ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
・
�
７
１
６
３
―
９
３
５

３
小
学
生
の
夏
休
み
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室

と
き

７
月
21
日
（
水
）
〜

23
日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
４

時
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
学

で
、小
学
三
〜
六
年
生
の
児
童
、

約
四
十
人

内
容

車
い
す
・
手
話
・
点

字
な
ど
の
体
験
学
習
を
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

教
室
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別

・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号

・
保
護
者
氏
名
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―

０
０
０
５
柏
五
丁
目
八
―
一
二

教
育
福
祉
会
館
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
、
７
月
８
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
７
１
６
５
―
０
８
８
０

ち
び
っ
こ
体
操
教
室

と
き

７
月
４
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
11
時
半

と
こ
ろ

増
尾
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
の
二
〜
五

歳
児
と
保
護
者
、
先
着
五
十
組

内
容

リ
ズ
ム
体
操
、
楽
し

い
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

６
月
16
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
増
尾
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
４
―
７
２
１
１

市
立
か
し
わ
幼
稚
園
園

庭
開
放
「
な
か
よ
し
広

場
」

と
き

６
月
17
日
（
木
）
・

７
月
６
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

正
午
※
雨
天
時
は
中
止

と
こ
ろ

市
立
か
し
わ
幼
稚

園
（
篠
籠
田
）

対
象

未
就
学
児
と
保
護
者

内
容

園
庭
で
楽
し
く
遊
び

な
が
ら
、
在
園
児
と
も
交
流
を

深
め
ま
す
※
子
育
て
相
談
あ
り

費
用

百
十
円
（
名
札
代
。

初
め
て
参
加
の
か
た
だ
け
）

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

市
立
か
し
わ
幼
稚
園
�
７

１
４
３
―
１
５
２
３

広報 平成１６年（２００４年）６月１５日 第１２１９号 �

合
唱
の
集
い

６
／
27
の
10
時

半
〜
18
時
、
市
民
文
化
会
館
。
二

百
五
十
円
。
高
宮
�
７
１
６
９
―

０
６
３
８

林
奏
楽
会
大
正
琴
演
奏
会
　
７

／
５
の
13
時
半
〜
17
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
無
料
。
阿
部
�
７
１
７
４

―
１
５
３
４

な
ぎ
な
た
講
習
会

６
／
18
〜

７
／
16
の
毎
�
10
時
〜
12
時
、
市

民
体
育
館
。
市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性
。
初
心
者
か
ら
。
千
円
。
細

見
�
・
�
７
１
３
３
―
６
７
６
７

学
習
会
「
ひ
き
こ
も
り
を
考
え

る
」
６
／
20
の
13
時
半
〜
16
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
ひ
き
こ
も
り
の
家

族
と
体
験
者
、
当
事
者
。
五
百
円
。

宮
�
７
１
７
４
―
８
３
１
６

か
な
書
道
「
香
翠
会
」

第
一

・
三
�
か
第
二
・
四
�
10
時
、
中

公
。
初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
児
島
�
７
１
３
３
―

５
２
０
８

手
編
み
グ
ル
ー
プ

第
二
・
四

�
10
時
、
増
尾
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。3

千
五
百
円
。
中
野
�
７

１
７
４
―
４
９
３
２

社
交
ダ
ン
ス
「
花
み
ず
き
」

毎
�
19
時
、
新
田
原
近
セ
。
初
心

者
〜
上
級
者
。2

千
円
、3

三
千

円
。
体
験
見
学
歓
迎
。
久
川
�
７

１
６
７
―
３
２
１
３

駒
子
の
和
紙
人
形
サ
ー
ク
ル

第
二
・
四
�
９
時
半
、
御
立
山
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
。2

千
円
、3

千
円
。
米
桝
�
７
１
３
１
―
３
５

５
９日

本
舞
踊
・
新
舞
踊
「
遊
柳
会
」

月
三
回
�
15
時
半
、
旭
町
近
セ
。

2

二
千
円
、3

三
千
五
百
円
。
清

水
�
７
１
４
３
―
８
７
８
３

金
曜
ダ
ン
ス

毎
�
19
時
、
藤

心
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千

円
、3

三
千
円
。
大
嶋
�
７
１
７

２
―
４
６
８
４

盆
踊
り
「
わ
ら
べ
会
」

月
二

回
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
日
本

全
国
の
盆
踊
り
。2

二
千
円
、3

千
五
百
円
。
中
島
�
７
１
４
３
―

２
５
２
７

若
花
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
�

11
時
、
中
公
。
多
少
経
験
あ
る

男
女
。
六
十
歳
以
上
の
か
た
も
歓

迎
。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。

宇
田
川
�
７
１
３
３
―
５
３
８
７

民
謡
・
三
味
線
「
裕
峻
会
」

毎
�
18
時
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
、
毎

�
13
時
＝
新
田
原
近
セ
。2

千
円
、

3

三
千
円
。
田
中
�
７
１
６
６
―

１
８
５
８

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

第
一
・
三
�
10
時
、
旭
町
近
セ
。

一
回
千
五
百
円
（
花
材
費
別
）。

北
浜
�
７
１
４
５
―
４
１
５
１

さ
ざ
ん
か
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ

毎
�
９
時
、
市
民
体
育
館
。

女
性
。
初
心
者
可
。2

千
円
、3

二
千
円
。
渥
美
�
７
１
６
３
―
４

８
５
８

女
声
合
唱
団
「
柏
の
葉
」

月

三
回
�
19
時
、
高
田
近
セ
。
初
心

者
歓
迎
。3

三
千
円
。
中
村
�
７

１
３
２
―
５
９
３
０

社
交
ダ
ン
ス
「
な
か
よ
し
ダ
ン

ス
」

第
一
〜
四
�
19
時
、
松

葉
近
セ
。3

三
千
円
。
毛
利
�
７

１
３
４
―
４
５
４
８

松
葉
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル

毎
�
10
時
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、3

三
千
円
。
西
村
�
７
１

４
４
―
０
５
６
９

裏
千
家
茶
道
「
な
ご
み
会
」

第
二
・
四
�
12
時
、
豊
四
季
台
近

セ
。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。

井
上
�
７
１
３
４
―
９
３
６
６

豊
四
季
台
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
サ

ー
ク
ル

毎
�
10
時
半
、
豊
四
季

台
団
地
集
会
所
。2

三
千
円
、3

三
千
円
。
豊
島
�
７
１
６
６
―
３

４
９
８

布
施
太
極
拳
サ
ー
ク
ル

毎
�

13
時
、
布
施
近
セ
。2

千
円
、3

三
千
円
。
吉
本
�
７
１
３
４
―
５

５
４
０

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

※
見
出
し
が
色
刷
り 

　
（
二
重
線
）
の
も
の
は
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す 

催
し
・
講
習
会

7日�午前10時～午後1時 
先着10人。380円 

13日�午前9時半～午後4時 
先着10人。200円 

2日�・9日�午前10時～午後
4時。先着10人。430円（計2回） 

25日�午後1時～3時 
先着15人。無料 

8日�・15日�午前10時～午後
3時。先着10人。100円（計2回） 

16日�・23日�午前10時～午
後4時。先着10人。200円（計2回） 
18日�午前10時～正午 
先着10人。無料 

古着でつばつき帽
子作り 

1日�午前10時～午後4時 
先着10人。300円 

古着で犬の洋服
作り 

和服でベスト作り 

13日�午前10時～正午 
先着10人。無料 

和布でミニバッグ
作り 

和服でスモック作り 

古布の裂き織りで
バッグ作り 

自転車修理 

おもちゃや家庭用
品の修理 

包丁研ぎ 

問 柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082
※申し込みは6月16日�午前9時半から、同館へ電話で 

6月27日�午前9時～正午 

柏八小 
（東部） 

酒井根西小 
（南部） 
富勢西小 
（北部） 

旭東小 
（西部） 

6月21日�までに、片瀬（�・�
7167─6683）へ電話かファクスで 
6月25日�までに、松井（�・�
7132─2680）へ電話かファクスで 
6月20日�までに、脇田（�080─
5497─9739）へ電話で 
6月22日�までに、茂田（�・�
7132─6675）へ電話かファクスで 

ところ 
（支部名） 申し込み・問い合わせ 

スポーツ・レクリエーション祭 
（支部祭） 

ショートテニス・グラウンドゴルフ 
市内在住・在勤・在学で小学4年生
以上のかた 
無料 
ショートテニスは必ず2人1組でお申
し込みください 

種　目 
対　象 
 
費　用 
その他 

と　き 

問 体育課 �7167─1536

柏市体育指導委員協議会 

Ａ─  9 Ｂ─ 9 7月 6 日�・ 7 日��

講 座 番 号  

と　き 午後1時
半～4時
半 

午前9時
半～午
後0時半 

Ａ─10 Ｂ─107月13日�・14日��
Ａ─11 Ｂ─117月20日�・21日��
Ａ─12 Ｂ─127月27日�・28日��
Ａ─13 Ｂ─138月 3 日�・ 4 日��

市内在
住・在
勤で文
書編集
ができ
るかた、
各コー
ス25人 

2日間
で画像
編集と
ホーム
ページ
作成を
学びま
す 

対象 内容 

Ａ─14 Ｂ─148月10日�・11日��

�
Ｉ
Ｔ
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
講
座 

講座名 と　き 対　象 内　容 

�～�の申し込み 

�はじめての
人のパソコ
ン教室 

7月3日�午前9時
半～午後0時半 

7月3日�午後1時
～4時 

7月12日�午後1
時半～4時半 

市内在住・在勤で、文
字入力ができるかた、
25人 

市内在住・在勤で、文
書作成ができるかた、
25人 

市内在住・在勤で、文
字入力ができるかた、
25人 

市内在住・在勤でパ
ソコン初心者のかた、
25人 

市内在住・在勤で、は
じめてパソコンに触れ
るかた、25人 

電源の入れ方、マウスの
使い方、文字入力など基
本的操作を学習します 

エクセルの基本を表の作
成を通して学びます 

7月10日�・17日
�午後1時半～4
時半（計2回） 

パソコンやインターネット・メ
ールの基礎を学びます 

オリジナルの写真を使い、
アルバムを作ります 

�デジタルア
ルバム作り
講座 

�楽しい地図
作り講座 

�初心者のイ
ンターネット・
メール教室 

中央公民館 �7164─1811問 

各講座ごとに、往復はがきに
希望講座名（�は講座番号を
第3希望まで）を明記し、住所・
氏名・年齢・電話番号と返信
面のあて先を書いて、〒277－
0005柏5丁目8－12　柏市中央
公民館へ、6月24日�までに郵
送で（必着）※応募は1人1通。
応募者多数の場合は抽選 

※会場は�は柏一小、その他は中央公民館。費用は�は90円（Ｃ
Ｄ―Ｒ代）、その他は無料。�～�はＤＯＳ―Ｖの初期化したフロッ
ピーディスク1枚、�は風景写真とＣＤ―Ｒ各1枚の持参を 

講
座
名 

7月4日�・11日�
午前9時半～午
後0時半（計2回） 

�エクセル初
心者コース 

ワードで案内状等に張り付
ける地図を作ります 

■中央公民館の
パソコン講座 

講
座
･
講
演
 

こ
ど
も
の
広
場



県
内
の
医
療
機
関
で
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す特
別
な
病
気
や
市
外
の
施
設

へ
の
入
所
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
、
県
内
に

あ
る
柏
市
以
外
の
医
療
機
関

（
一
部
の
市
町
村
を
除
く
）
で

も
、
次
の
予
防
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
も
の

三
種
混

合
、
二
種
混
合
、
麻
し
ん
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
、
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

◎
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

を1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

付
属
機
関
の
公
募
委
員

を
決
定

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
市
政
に
参
画
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
審
議
会
な
ど
付
属
機
関

の
委
員
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
男
女
共
同
参
画
推
進

審
議
会
な
ど
七
つ
の
付
属
機
関

で
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
五

つ
の
審
議
会
に
応
募
が
あ
り
、

レ
ポ
ー
ト
等
を
審
査
し
た
結

果
、
別
表
の
十
人
の
か
た
に
委

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1
事
務
管
理
課
�
７
１
６
７

│
１
１
１
８

児
童
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に

児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含

む
）を
受
給
し
て
い
る
か
た
は
、

６
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
、
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
10
月
の
振
り
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

該
当
者
に
は
既
に
通
知
し
て

あ
り
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い

場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７

│
１
５
９
５

期
日
前
投
票
と
不
在
者

投
票
は
公
示
日
の
翌
日

か
ら

７
月
11
日
（
日
）
に
投
票
が

予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
つ
い
て
、
６
月
24

日
（
木
）
に
公
示
が
な
さ
れ
た

場
合
、
期
日
前
投
票
と
不
在
者

投
票
は
、
公
示
日
の
翌
日
25
日

（
金
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
７
１
６
７
―
１
０
９
２

保
育
園
の
パ
ー
ト
給
食

調
理
員

募
集
人
数

一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
２
時
、
土
曜
日

午
前
８
時
半
〜
正
午

勤
務
場
所

名
戸
ケ
谷
保
育

園
賃
金
（
時
給
）

八
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
６

月
22
日
（
火
）
ま
で
に
名
戸
ケ

谷
保
育
園
へ
直
接

1

名
戸
ケ
谷
保
育
園
�
７
１

６
４
―
８
７
８
３

知
的
障
害
者
通
所
授
産

施
設
の
産
休
代
替
･
臨

時
職
員

募
集
人
数

�
産
休
代
替
職

員
＝
一
人
�
臨
時
職
員
＝
一
人

対
象

社
会
福
祉
主
事
任
用

資
格
か
保
育
士
の
資
格
が
あ

り
、
社
会
保
険
に
加
入
で
き
る

か
た勤

務
時
間

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
の
�
＝
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
�
＝
午
前

８
時
半
〜
午
後
４
時
半

勤
務
場
所

知
的
障
害
者
通

所
授
産
施
設
「
朋
生
園
」（
中

原
）勤

務
内
容

知
的
障
害
者
の

か
た
の
作
業
指
導
、
生
活
支
援

の
補
助

賃
金
（
時
給
）

九
百
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

採
用
予
定
日

�
＝
７
月
17

日
�
＝
７
月
１
日

申
し
込
み

履
歴
書
に
希
望

職
種
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―

０
０
８
５
中
原
一
八
一
六
―
六

朋
生
園
へ
、
６
月
23
日
（
水
）

ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接

持
参
を
※
書
類
選
考
の
上
、
面

接1

朋
生
園
�
７
１
６
３
―
６

６
１
２

医
療
公
社
の
非
常
勤
介

護
職
員

対
象

夜
勤
が
で
き
る
か

た
、
三
人

勤
務
場
所

市
立
介
護
老
人

保
健
施
設
「
は
み
ん
ぐ
」

勤
務
時
間

日
勤
＝
午
前
８

時
〜
午
後
５
時
、
夜
勤
＝
午
後

４
時
半
〜
翌
午
前
９
時
半

給
与

柏
市
医
療
公
社
の
規

定
に
よ
る
　

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
、
〒
２
７
７
│
０
８

２
５
布
施
一
│
三
　
市
立
介
護

老
人
保
健
施
設
「
は
み
ん
ぐ
」

へ
、
６
月
21
日
（
月
）
ま
で
に

郵
送
（
必
着
）
か
直
接
持
参
を

選
考

書
類
審
査
と
面
接

採
用
予
定
日

７
月
１
日

1

市
立
介
護
老
人
保
健
施
設

「
は
み
ん
ぐ
」
�
７
１
３
４
│

０
６
６
０

藤
心
百
人
劇
場
「
朗
読

を
楽
し
む
」

と
き

７
月
４
日
（
日
）
午

後
１
時
半
〜
３
時

と
こ
ろ

藤
心
近
隣
セ
ン
タ

ー
定
員

先
着
百
人

内
容

増
田
紀
代
子
氏
に
よ

る
朗
読
「
夏
の
葬
列
」「
雪
明

か
り
」

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

藤
心
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
６
―
３
７
０
０

【
お
わ
び
と
訂
正
】

本
紙
６
月
１
日
号
第
六
面
の

「
柏
北
部
中
央
・
東
地
区
の
一

部
区
域
に
係
る
計
画
案
縦
覧
等

と
公
聴
会
」
の
記
事
中
、
公
聴

会
の
開
始
時
間
は
、
午
後
２
時

か
ら
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

広報 � 第１２１９号 平成１６年（２００４年）６月１５日

熟
年
サ
ッ
カ
ー「
木
曜
ク
ラ
ブ
」

毎
�
10
時
、
名
戸
ケ
谷
運
動
広

場
。
男
性
六
十
歳
以
上
、
女
性
年

齢
不
問
。
初
心
者
歓
迎
。3

千
円
。

田
村
�
７
１
７
３
―
６
０
９
６

書
道
「
青
葉
会
」

第
一
・
三

�
13
時
、
増
尾
近
セ
。2

千
円
、

3

千
五
百
円
。
石
田
�
７
１
７
４

―
４
２
３
３

田
中
美
容
体
操
サ
ー
ク
ル

月

四
回
�
９
時
半
、
田
中
近
セ
。2

五
百
円
、3

千
円
。
岩
井
�
７
１

３
２
―
２
９
３
７

ペ
ン
習
字
「
五
葉
会
」

第
二

・
四
�
10
時
、
新
田
原
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

千
五
百

円
。
小
林
�
７
１
６
３
―
９
５
３

４
増
尾
体
操
サ
ー
ク
ル

毎
�
９

時
15
分
か
11
時
、
増
尾
近
セ
。
女

性
。
ダ
ン
ス
・
体
操
。2

千
円
、

3

千
三
百
円
。
関
口
�
７
１
７
２

―
５
２
７
５（
午
前
８
時
〜
９
時
）

酒
井
根
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

月

四
回
�
12
時
、
酒
井
根
近
セ
。
多

少
踊
れ
る
か
た
。2

千
円
、3

二

千
円
。
見
学
可
。
木
部
�
７
１
７

４
―
７
６
９
５
（
18
時
以
降
）

器
楽
合
奏
団
「
柏
シ
ニ
ア
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
」

毎
�
14
時
、
根
戸

近
セ
他
。
五
十
歳
以
上
。
初
心
者

応
相
談
。3

三
千
円
。
小
林
�
・

�
７
１
３
３
―
７
３
６
８

か
と
れ
あ
書
道

月
二
回
�

18
時
と
�
13
時
、
豊
四
季
台
近

セ
。2

千
円
、3

毛
筆
二
千
円
、

ペ
ン
字
千
五
百
円
。
吉
野
�
７
１

４
６
―
５
４
７
０

詩
吟
・
俳
句
・
和
歌
「
柏
選
加

賀
」

月
二
回
�
14
時
、
加
賀
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
。初
心
者
歓
迎
。

2

二
千
円
、3

千
五
百
円
。
水
木

�
７
１
７
３
―
５
０
０
９

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ハ
ー
モ
ニ
ー
」

第
三
�
10
時
、

新
富
近
セ
。
国
際
教
育
支
援
と
交

流
な
ど
。4

三
千
円
（
学
生
千
円
）

田
口
�
７
１
４
６
―
０
２
４
７

ド
ル
チ
ェ
マ
ン
ド
リ
ー
ノ

月

三
回
�
10
時
、
根
戸
ふ
る
さ
と
会

館
ほ
か
。
マ
ン
ド
ラ
、
ギ
タ
ー
経

験
者
。3

三
千
円
。
金
井
�
７
１

７
５
―
０
９
９
２

柏
童
謡
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
会

第
一
・
三
�
11
時
、
寺
島
文
化
会

館
。3

千
五
百
円
。
白
石
�
７
１

６
９
―
６
６
８
７

健
康
体
操
「
コ
ス
モ
ス
会
」

月
四
回
�
19
時
、
田
中
近
セ
。2

千
円
、3

二
千
円
。
田
中
�
７
１

３
２
―
０
０
７
６

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
花
物
語

第
三
�
18
時
半
と
第
三
�
10
時
、

柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
。3

二
千
円
。
三
木
�
・
�
７
１
７
５

―
６
９
６
８

柏
つ
く
し
句
会

第
四
�
12

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。3

五
百
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
）。
講
師
に
よ
る

丁
寧
な
指
導
。
大
島
�
７
１
７
３

―
６
３
２
３

松
葉
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

毎
�

と
第
二
・
四
�
13
時
半
、
松
葉
二

小
。
小
学
生
。2

二
千
円
、3

千

五
百
円
。
南
沢
�
７
１
３
１
―
７

６
５
０

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
ヘ
ル
ス
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
「
四
ッ
葉
ク
ラ
ブ
」

毎
�
19
時
、
柏
の
葉
公
園
体
育

館
。2

千
円
、3

二
千
円
。
斎
藤

�
７
１
３
２
―
４
１
４
９

中
国
語
会
話
「
小
雅
会
」

毎

�
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
級
。

講
師
は
中
国
人
。3

三
千
円
。
国

保
�
７
１
６
７
―
５
２
８
０

水
曜
料
理
サ
ー
ク
ル

第
二
・

四
�
10
時
、
中
公
。2

千
円
、3

二
千
円
。
鈴
木
�
７
１
３
１
―
７

７
２
４

藤
ノ
台
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

毎
�

19
時
、
藤
心
近
セ
。2

二
千
円
、

3

三
千
円
。
プ
ロ
講
師
が
十
種
目

を
基
礎
か
ら
指
導
。
井
手
口
�
７

１
４
６
―
６
９
０
３

身
障
者
囲
碁
ク
ラ
ブ
「
ブ
ラ
ッ

ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
」
第
一
�
13
時
、

教
福
。
身
体
障
害
者
の
か
た
。
無

料
。
中
川
原
�
７
１
４
６
―
６
０

９
６ス

ト
レ
ッ
チ
・
健
康
体
操
「
い

ち
ご
ク
ラ
ブ
」

毎
�
13
時
、
市

民
体
育
館
。2

五
百
円
、3

千
円
。

和
田
�
７
１
３
２
―
１
８
９
７

（
18
時
以
降
）

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
を

※口座振替・自動払い込みのかたは
　預貯金残高にご注意ください 

介護保険料第1期 

納税通知書は6月10日に発送し
ました 

納入通知書は6月18日�に発送
します 

市・県民税全期・第1期 ▼
 

▼
 

 

問 

▼
 

納入通知書は6月16日�に発送
します 

国民健康保険料第1期 

問 

問 

納税通知書の内容は市民税課 
�7167─1124、その他は収納
課 �7167─1122

保険年金課 �7167─1129

介護保険課 �7167─1134

納期限は6月30日��

氏　名 付属機関名 

（敬称略） 

■付属機関委員 

男女共同参画推進審議会 
健康福祉審議会 
廃棄物処理清掃審議会 

環境審議会 

水道事業運営審議会 

横田 敬子･鷲谷   麗 
小林 和美･廣野 一弘 
河井 弘泰 
中田 定男･藤井 忠義 
藤井 基弘･保田 行弘 
岡本   弘 

■児童センターの催し ※費用は�～�は無料、�は12,000円 
講座名  と　き ところ 対　　象 内　　容 申 し 込 み  

�おはなし会 

�リズムにのって
遊ぼう～親子
体操 

�不登校を考え
る親の集い 

�幼児のつどい
～七夕会 

6月26日�午前10時半
～11時20分 当日、会場へ直接 ペープサート「すて

きな３人ぐみ」ほか 

�おはなし会 幼児（保護者同伴）～
小学生、先着100人 
幼児（保護者同伴）～
小学生、先着40人 

	オリジナルうち
わを作ろう 

7月4日�午前9時半～
11時半 

自由に飾りつけて
自分だけのうちわを
作ります 

小学生、先着20人 

6月29日�午後3時半
～4時20分 当日、会場へ直接 ペープサート「すて

きな３人ぐみ」ほか 

�只見・森林の
分校キャンプ 

小学5年生～中学生、
男女各先着20人 

7月31日�～8月2日�〈2
泊3日〉※保護者説明
会・参加者交流会＝7
月3日�午前9時半～
11時半、準備会＝7月
19日�午前9時半～
11時半 

テントや廃校になっ
た分校に泊まり、原
生林渓流探検やホ
タル・星空ハイキン
グ、山里散歩などを
楽しみます 

�ペットボトルカー
工作 小学生、先着15人 6月26日�午前10時～

正午 

ペットボトルを使った
プロペラカーを作っ
て遊びます 

�救命救急� 市内在住のかた、先着
20人 

6月25日�午前10時～
正午 

乳幼児を対象にし
た心肺そ生法を学
びます 

6月16日�午前10時から、
豊四季台児童センターへ
電話か直接 
6月16日�午後1時から、
豊四季台児童センターへ
電話か直接 

不登校のお子さんの保
護者、先着20人 

6月25日�午前10時～
正午 

不登校について話し
合ったり、経験者の
話を聞いたりします 


子どもを暴力か
ら守るための
親の講座 

6月23日�午前10時から、
豊四季台児童センターへ
電話か直接 

4歳～小学校低学年児
の保護者、先着50人 

7月9日�午前10時～
正午 

子どもを暴力から守
るため、家庭ででき
ることを学びます 

�暴力から自分
を守るための
子どもの講座 

6月23日�午後1時から、
豊四季台児童センターへ
電話か直接 

6月17日�の女子は午前
10時から、男子は午前11
時から、過去に参加した
ことのあるかたは6月24日
�午前10時から、豊四季
台児童センターへ電話で 

4・5歳児＝先着15人、6歳
児～小学2年生＝先着40
人※保護者が「親の講座」
を受けたことのあるかた 

7月10日�午前10時～
11時半 

子どもが自分を守る
ためにできることを
学びます 

6月16日�午後1時から、
永楽台児童センターへ電
話か直接 

6月16日�午後3時から、
永楽台児童センターへ電
話か直接 

6月16日�午後2時から、
布施近隣センター内遊戯
室へ電話か直接 

�＝2歳6カ月以上児と
保護者＝1歳6カ月～
2歳6カ月児と保護者、
各先着30組 

6月28日��午前10時
～10時40分午前11
時～11時40分 

親子体操やリズム
遊びをします 

�は6月17日�午後1時か
ら�は6月18日�午前10
時から、豊四季台児童セ
ンターへ、は6月16日�
午後2時から、永楽台児
童センターへ、電話か直接 

�6月29日�午前10時
半～11時半 

�7月2日�午前10時
半～11時半 

7月1日�午前10時
半～11時半 

2～3歳の幼児と保護者、
先着25組 
2～3歳の幼児と保護者、
先着25組 
2～3歳の幼児と保護者、
先着30組 

富里近隣セ
ンター 
永楽台児童
センター 
豊四季台児
童センター 

森林の分校
・ふざわ（福
島 県 只 見  
町）※説明
会等はアミ
ュゼ柏 

永楽台児童
センター（永
楽台近隣セ
ンター内） 

光ケ丘児童
センター 

布施近隣セ
ンター 

豊四季台児
童センター 

七夕飾りを作ったり
歌を歌ったりします 

豊四季台児童センター �7144─5363・永楽台児童センター �7163─4050・光ケ丘児童センター �7170─7600
・布施近隣センター内遊戯室（午後1時～5時） �7135─3960問 

催
 
し
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知
ら
せ
 

求
 
人
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今
年
２
月
に
日
本
百
貨
店
協
会
が

創
設
し
た
、
全
国
共
通
レ
ベ
ル
の
資

格
「
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」。
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
は
、
服
・
体
型
・
フ
ィ
ッ
テ

ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を
持

っ
た
人
の
こ
と
で
、
審
査
は
接
客
な

ど
も
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
。

各
百
貨
店
グ
ル
ー
プ
か
ら
一
人
ず

つ
の
推
薦
枠
に
、
そ
ご
う
代
表
で
名

前
が
挙
が
り
、
見
事
レ
デ
ィ
ー
ス
一

級
に
合
格
し
た
。
合
格
者
は
全
国
で

二
十
三
人
、県
内
で
は
た
だ
一
人
だ
。

大
切
な
の
は
、
お
客
様
の
話
を
よ

く
聞
く
こ
と
だ
と
い
う
。「
用
途
や

要
望
は
し
つ
こ
い
く
ら
い
に
聞
き
ま

す
。
で
も
、
お
客
様
の
言
い
な
り
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
専
門
家
と
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
も
差
し
上
げ
ま
す
」
と
、

き
然
と
し
た
上
品
な
物
腰
に
プ
ロ
と

し
て
の
誇
り
と
自
信
が
見
え
る
。

普
段
は
そ
ご
う
柏
店
で
多
忙
な
業

務
を
こ
な
し
て
い
る
が
、
確
か
な
技

術
を
持
っ
た
、
数
少
な
い
オ
ー
ト
ク

チ
ュ
ー
ル
（
高
級
婦
人
仕
立
て
服
）

デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
。

小
さ
い
こ
ろ
、
洋
裁
教
室
を
開
い

て
い
た
母
親
が
持
っ
て
き
た
デ
ザ
イ

ン
画
を
見
て
、「
自
分
も
こ
ん
な
絵

が
か
き
た
い
」
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
夢

見
た
。
小
学
五
年
生
の
時
に
は
、
バ

ー
ビ
ー
人
形
の
服
が
欲
し
く
て
、
見

様
見
ま
ね
で
自
分
で
作
っ
た
。
周
囲

の
反
対
を
押
し
き
り
、
大
学
は
服
飾

デ
ザ
イ
ン
科
へ
進
学
。
そ
の
後
、
そ

ご
う
へ
就
職
し
た
。

一
般
職
だ
っ
た
た
め
、
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
に
は
す
ぐ
に
は
就
け
な
か
っ

た
が
、
三
十
歳
の
時
に
、
日
本
デ
ザ

イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
初
出
品
。
作
品
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

が
約
四
百
点
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

へ
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
。

休
日
も
、
都
内
に
ボ
タ
ン
を
買
い

に
行
っ
た
り
、
生
地
を
眺
め
た
り
、

普
段
事
務
仕
事
に
追
わ
れ
て
で
き
な

い
こ
と
を
す
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
の
夢
を
追
い
、
仕
事
に
し
、
そ
し

て
趣
味
に
し
続
け
る
。
好
き
な
言
葉

「
継
続
は
力
な
り
」
そ
の
も
の
の
パ

ワ
ー
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
一
枚
で
も

多
く
の
服
を
提
供
し
た
い
」
と
い
う

思
い
に
つ
な
が
り
、
た
く
さ
ん
の
人

に
喜
び
を
与
え
続
け
る
の
だ
ろ
う
。

中
央
一
丁
目
在
住
。
両
親
と
お
い

の
四
人
暮
ら
し
。

フィッティングアドバイザー1級を取得
いし はら　　　 さ なえ

No.391

夢を追い続ける力

�

街 の 街 の 

石原　早苗さん

100 古紙配合率100％再生紙を使用しています 

ひったくりや子どもを狙った犯罪など、もう犯罪
はひとごとと言ってはいられなくなった時代。安心
して、安全に暮らしていくには、市民と行政が一体
となった協力体制が大切です。そんな思いを受けて、
警察官ＯＢなどが地域防犯サポーターとして活躍す
るようになりました。仕事で家を留守にしたりして
地域の防犯力が弱くなる、平日の午後にパトロール
をする「市民安全パトロール支援車（通称：サポカ
ー）」もお目見えし、6月1日に出動式が行われまし
た。市民の安全と安心に力強い味方の誕生です。

サ
ポ
カ
ー
が
出
動
開
始 

食べるのがもったいないね 
親子でＤＯ！で太巻き作り 

新緑が濃くなり、真夏の陽気となった5月29
日、ナチュラリストのケビン・ショート先生を
迎え、里山や手賀沼の観察会が開かれました。
普段は気にも留めない生け垣のクモの巣の秘
密、アリと植物の共生や毒草など、子どもたち
は興味津々。「通学や買い物の途中でも面白い
自然は絶え間なくあります。見たり、聞いたり
して観察を続けてください」と最後にケビン先
生が言うと、参加者全員が拍手で答えました。

親子が共同で作業することで、親子間や
他の親子との交流を図ろうと、5月29日に、
南部近隣センターで「親子でＤＯ！」が行
われました。今回は房総太巻き祭り寿司に
挑戦。「寿司ず」にのりや卵焼きを敷き、ご
飯と具を組み合わせて、巻いたときに模様
になるようにします。切り口に、うまくか
たつむりやバラの模様が現れると「わぁ！」
とあちこちで歓声が上がっていました。

一点一画を色分けして無機質な文字に立体
感と動きを表し、周りに梅と竹を配して華や
かさを表現しています。（株式会社すずや蔵）

※6月15日�の県民の日は入館無料。休館日は毎週
月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日）

市立砂川美術工芸館柏市柏260 �7164-6413

福の字のれん（木綿）

芹沢CC介　のれん
9月5日�まで開催中

野生の知恵って面白い！ 
ケビン先生の自然観察会 

つくばエクスプレスレール締結式 

つくばエクスプレスのレールが、つくば
～秋葉原間（58.3キロメートル）の全線で
つながる──。天候に恵まれた5月29日、北
千住駅で、沿線自治体の首長、工事関係者
らが一斉に最後のレールのボルトを締めま
した。来年秋の開業まであと1年余り。走行
試験や駅舎の内装工事など、沿線の皆さん
の期待を背負って着々と進行中です。

服を作るときは、条件が許され
るかぎり「妥協」をしない


